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オールセラミックスクラウンをセット。
セメントの色調はトランスルーセント

を選択。

印象採得時。

より自然に見えるように、模型上でイ
ンプラント部のプロファイルを若干修

正している。隣在歯と調和が取れるように注意
が必要である。

スマイル時。バランスの取れた口元へ
と変貌を遂げた。著しい審美性の改

善を得ることができ、患者満足度は非常に高い。

「フュージョンⅡ370」のヘビーボディを
自動練和装置により採取する。重いヘ

ビーボディタイプも容易にトレーに盛り付けるこ
とができる。（左上：レンフェルト社製自動練和器

「シンプレス」。製造販売元「日本歯科商社」）

チタンアバットメントをセット。インプラ
ント部、天然歯部ともに歯肉の炎症像

は見られない。軟組織は決して厚いタイプでは
ないため、マージンはやや深めに設定している。

支台歯の色･セメントの影響を受けや
すいベニアを先にセットした状態。セ

メントの色調はA3を選択。

術前の咬合面観。7 は1ヶ月前に他
院にて抜歯されている。インプラント

および金属冠の審美修復を希望。

ウォッシュおよびヘビーボディによる
精密印象。ちぎれ等は観察されず、細

部まで鮮明に再現されている。ヘビーボディの
適度な硬さはインプラント印象に最適である。
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3-4

ラミネートベニア印象。口蓋側まで形
成されている点に注目。

完成したベニアとオールセラミックス。
厚みの違いにより色調（彩度・明度）

が違うことが分かる。
（技工担当：ムサシデンタルアート 綾部孔万氏）
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オールセラミックス印象。全周にわたり
境界明瞭な印象が採得されている。

症例3　インプラントと天然歯のメタルセラミックス修復（ウォッシュ＋ヘビーボディ）
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メタルセラミックスをセット。スクリュー
の緩みに備えインプラント部は仮着と

している。 5 は「グラディアフォルテ」によるイン
レー修復。

（製作：ムサシデンタルアート 綾部孔万氏）

20歳代女性。インレー脱離を主訴と
して来院。メタルインレーも白いマテリ

アルによる審美修復を希望。ハイブリッドレジン
「グラディアフォルテ」を使用することに決定。

インレーを外し、軟化象牙質を除去。
4 は失活歯であるが、年齢と咬合力

を考え、クラウンではなくインレーによる修復
を検討。

印象内面。マテリアルとしてハイブリッ
ドレジンを使用するため、全体的に丸

みを帯びた形成を心がけた。細部にわたり鮮明
な印象が採得されている。

 5 は「グラディアダイレクト」により
修復。その他は「グラディアフォルテ」

によるインレー修復のために、「G-ボンド プラ
ス」と「ユニフィルローフロー プラス」にてライ
ニングを行い最終形成。

セット1週間後、咬合状態確認。色調
再現性に優れた「グラディアフォルテ」

により、審美的な治療結果を得ることができた。
（技工担当：ムサシデンタルアート 綾部孔万氏）

エクストラウォッシュを流し軽くエアブ
ローを行う。抜群のフロー特性は、ク

ラウンに比べて複雑な窩洞形態を有するイン
レータイプの印象に最適であると考える。

インプラント上部構造のマージン設
定位置は歯肉縁下約1～1.5mmとし

ている。
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症例4　ダイレクトボンディングとハイブリッド
インレー（エクストラウォッシュ＋モノフェイズ）

私の臨床における「フュージョンⅡ」の使い分け
製品名 おもな臨床用途

フュージョンⅡ

インレー クラウン ブリッジ インプラント

ウォッシュ
マテリアル

エクストラ
ウォッシュ ◎ ○ ○ ○

ウォッシュ ○ ◎ ◎ ◎

トレー
マテリアル

モノフェイズ ◎ ◎ ◎ ○
ヘビーボディ ○ ○ ○ ◎
パテ ― ― ― ○

◎：最適　○：適応

　最後に「フュージョンⅡ」の私なりの症例
別の使い分けを紹介する。ご参考いただ
ければ幸いである。
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